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●第23回全国消防操法大会に優勝して
●ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」出演者紹介
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詳しくは、ホームページをご覧ください。

－ 将来の自分の為の積立年金制度です －

６５歳まで積み立て可能
な、公的年金の補完が
できる制度です。

消防互助年金の説明に
　担当者がお伺いします。 
都道府県消防協会を通じて
　お申し込みください。

消防団の退団後・
消防職の退職後
も継続できます。

消防互助年金は、消防団員・消防職員の皆さまの老後の
安定と福祉の向上を図るために、(財)日本消防協会が、
第一生命保険株式会社と締結している拠出型企業年金です。



表紙写真説明
「大雄山最乗寺　雪の高下駄」

　大雄山最乗寺は、了庵慧明禅師によって応永元年（1394年）に開山された曹洞宗の古刹です。
了庵慧明禅師が最乗寺を建立することを聞いた弟子の道了尊者は、近江の三井寺から天狗の姿
になって飛んできて神通力を使って寺の建設に大きく貢献しました。そして了庵慧明禅師がこ
の世を去ると寺を永久に守るため、山中深くに飛び去ったといわれています。以来、寺の守護神
として祀られ、多く人の信仰を集め、境内にはたくさんの下駄が奉納されています。下駄は左右
一対そろって役割を果たすことから夫婦円満に通じるといわれています。（神奈川県南足柄市）

平成24年度　全国統一防火標語
「消すまでは　出ない行かない　離れない」

編　集　後　記
　皆様、新年明けましておめでとうございます。
　昨年は「日本消防」をご購読頂きまして誠にありがとうございました。今年も誌面の充実に努力していき
ますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　さて、地元では毎年雪かきに追われる時季ですが、今年は東京に来ていて雪をチラリとも見ず、今シーズ
ンは雪を見なくて終わるのかな？と思っていたところに短時間に急速に発達する「爆弾低気圧」により、東
京都心で 8センチを記録する積雪となりました。やはり、首都圏では積雪による交通機関は脆弱で通行止め
やスリップ事故が相次ぎました。ひとつ感じましたことは、東京地区では除雪体制が整ってなく、道路のあ
ちこちに雪が残っていて、除雪体制が万全な雪国地方とは違うところや、スタッドレスタイヤの着用率も低
いことが一因ではないかと個人的ですが思いました。冬季は積雪だけではなく、路面が凍結することもあり
ます。勿論地域によりまちまちですが、路面が凍結することがある場所を通行する機会のある方は、事故防
止のためスタッドレスタイヤの着用をお勧めします。“備えあれば憂いなし”ですよね。但し、スタッドレスタ
イヤの履いているからと言って、スピードの出しすぎは禁物ですのでお気を付けください。では、公私とも
安全運転で快適なドライブで今年 1年をお過ごしください。　　　　　　　　　　　　　　　　   （K・S）

2 月 6 日（水） 第3回福祉共済事業等運営委員会
2 月 5 日（火）～ 2 月 7 日（木） 第12回消防団幹部候補中央特別研修（男性の部）
2 月13日（水）～ 2 月15日（金） 第12回消防団幹部候補中央特別研修（女性の部）
2 月19日（火） 都道府県事務局長会議
2 月25日（月） 第2回消防団員確保対策委員会
2 月26日（火） 日本消防協会役員会議（正副会長会議、理事会、代議員会）
 全日本消防人共済会役員会議（理事会、総代会）
2 月26日（火） 第65回日本消防協会定例表彰式（全国消防大会）

2月の日本消防協会関係行事
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寄稿のお願い
　皆さまの消防団活動への取り組み、ご意見な
どをもとに、より充実した有意義なものにして
いきたいと考えておりますので、多数のご寄稿
をお待ちしています。
　Ｅメールでも受付しています。

soumu@nissho.or.jp
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2月の日本消防協会関係行事
編集後記
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お詫びと訂正
　日本消防2012年12月号掲載「巻頭言」の青森県消防協会長のお名前表記に誤りがございましたので、
関係各位の方 に々対しまして深くお詫び申し上げ、訂正させて頂きます。
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平成25年東京消防出初式
平成25年 1 月 6 日（日）　　東京ビッグサイト

平成25年埼玉県坂戸・鶴ヶ島
消防組合消防出初め式

平成25年 1 月 6 日（日）

平成25年大阪府河内長野市
消防出初式

平成25年 1 月13日（日）



ラジオ番組
「おはよう！ニッポン全国消防団」

好評放送中！
 （財）日本消防協会　

10月放送に出演の
　　千葉紘子さん（左）

山本剛士ニッポン放送アナウ
ンサー（右）

12月放送に出演の

　西川きよしさん（左）

11月放送に出演の

　　水香さん（左）
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新 春 の ご 挨 拶

財団法人　日本消防協会　会長　秋本　敏文

　平成25年の輝かしい新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
　全国の消防団員、消防職員の皆様が、地域の安心・安全を守るため、日夜献身的なご尽
力をされていることに対し、心から敬意を表し、深く感謝申し上げます。
　一昨年三月、東日本大震災が発生しました。巨大な津波などで極めて大きな被害が生ず
る中、消防は発災直後から目覚ましい活動を行い、国民の皆さんから高く評価され、感謝
されました。しかしながら一方で、未だかつてない多くの方々が殉職されました。正に痛
恨の極みであり、このようなことは決して繰り返してはならないと思います。
　東日本大震災以来、各地で大規模な地震発生の切迫性が指摘されております。また、昨
年は九州北部や日本各地で豪雨による大きな被害が生じました。まさに日本中、いつでも、
どこでも、あらゆる災害が起こり得るという覚悟をしていなければならない状況になりま
した。その中で国民の大きな願いである安心・安全を確保するためには、常備消防・消防
団を問わず全ての消防関係者が一致協力して、消防防災の使命達成にさらに邁進しなけれ
ばなりません。また、地域においては、消防団が中心となって婦人防火クラブ、企業、各
種団体、さらには自主防災組織などを含む一般の皆さんと一体となった総合的な防災力を
強化する必要があります。こうした動きの中で、消防に対する国民の期待はますます大き
くなり、その役割もさらに重要なものになると思います。日本消防協会では、安全対策を
含む装備や処遇の改善等消防団の活動環境の整備や団員確保対策に引き続き全力を傾注し
て参ります。
　今年は自治体消防65周年の年です。また、明治27年の消防組規則制定によって、現在の
消防団の前身である消防組が全国的にスタートして以来、120年を迎えます。そこで、11月
25日（月）、全国消防長会とともに消防庁など関係機関のご支援を頂き、東京ドームで消防
団120年・自治体消防65周年の記念大会を開催することとしております。
　この大会は、これまで百年以上の間、様々な災害を経験し、これを乗り越えてきた消防
の伝統を振り返りながら、東日本大震災後の我が国消防のあり方を考えるとともに、消防
関係者の絆を一層強く固め、国民の皆さんのご理解を得ながら消防がさらなる充実発展を
とげる契機にしたいと思っております。
　最後に、全国の消防関係の皆様がますますご壮健で、地域の安心安全と郷土の発展のため、
一層のご活躍をいただきますよう衷心よりお祈りして、年頭のご挨拶といたします。
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年　頭　の　辞

消防庁長官　岡崎　浩巳

　平成25年の新春を迎えるに当たり、平素から地域の安心・安全を守るため、昼夜を分か

たず消防防災活動にご尽力頂いております全国の消防関係者の皆様に謹んで年頭のご挨拶

を申し上げます。

　昭和23年に消防組織法が施行されて、市町村消防を原則とする我が国の「自治体消防制度」

が誕生し、65年を迎えようとしています。この間、我が国の消防は、関係各位のたゆまぬ

努力の積み重ねにより、着実に進展し、国民の安心・安全の確保に大きな役割を果たして

きました。

　平成23年 3 月に発生した東日本大震災は、これまでに経験したことのない大地震と巨大

津波により各地に甚大な被害をもたらすとともに、福島第一原子力発電所の事故が発生し

ました。また、その後も、災害は後を絶たず、昨年は竜巻や豪雨による災害に加え、ホテ

ル火災やコンビナート施設における火災、トンネル内の爆発事故など、様々な災害が全国

各地で発生しました。

　このような状況下において、国民の生命、身体及び財産を守るため、今後の大規模災害

等に備えた、更なる消防防災体制の強化を図ることが喫緊の課題となっております。

　このため、消防庁においては、Ｊアラートの自動起動機等の整備や消防救急無線のデジ

タル化による災害に強い消防防災通信基盤の強化、消防団の充実強化や安全対策の推進、

緊急消防援助隊の充実と即応体制の強化を図ってまいります。

　このほか、ホテル・旅館等における、立入検査及び違反処理の推進や新たな表示制度等

を含めた火災予防対策、福島第一原子力発電所の避難指示区域における管轄消防機関の支

援や原子力災害に係る地域防災計画の策定支援などに取り組んでまいります。

　皆様方におかれましても、我が国の消防防災・危機管理体制の更なる発展と、国民が安

心して暮らせる安全な地域づくりのために、より一層のご支援と御協力をいただきますよ

うお願い申し上げます。

　皆様のますますのご健勝とご発展を祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていただき

ます。
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年　頭　の　辞

全国消防長会会長　北村　吉男

　平成25年の輝かしい新春を迎え、全国の消防関係者の皆様に謹んで新年のお慶びを申し
上げます。
　消防団員の皆様方におかれましては、各種災害から住民の生命、身体、財産を守るため、
平素の訓練や災害対応はもとより、震災等大規模災害発生時には、関係機関等と連携した
活動に従事されるなど、昼夜を分かたず住民が安心して生活できる地域づくりに全力を挙
げ、多大な貢献をされております。
　ここに改めて、深く敬意を表しますとともに感謝申し上げます。
　さて、近年、全国各地におきましては、地震や竜巻、台風、集中豪雨などの自然災害に
より、多くの尊い人命と貴重な財産が失われるなど、甚大な被害が発生しております。
　また、東海地震、東南海・南海地震、首都直下地震の発生が危惧されるほか、ホテルや
危険物施設の火災など、特異な災害も発生しており、安心・安全に対する国民の関心は一
段と高まりをみせ、常備消防はもとより、地域防災の要として活動されている消防団に寄
せられる住民の期待は、ますます大きくなっております。
　このような状況の中、全国消防長会といたしましては、「震災等大規模災害対策の推進」「広
域消防応援体制の充実・強化」「消防の広域化への対応」「消防救急無線の広域化・共同化
及び消防指令業務の共同運用への対応」「救急搬送体制の強化、救急業務高度化への対応及
び市民等への応急手当普及促進」「防火対象物等の防火・防災安全対策の推進」「危険物施
設の事故防止対策の推進」「消防職員の処遇改善と安全管理対策の更なる推進」の8項目を
重点施策として、各種事業を積極的に推進するとともに、地域の防災行動力の更なる向上
を図るため、消防団員の活動環境確保などの諸施策を関係機関と連携しながら展開してま
いります。
　「自らの地域は自ら守る」という郷土愛の精神からなる消防団員の存在は、地域の安心・
安全のために、今後ますます重要性を増すとともに、その活躍が大いに期待されていると
ころであります。
　全国消防長会といたしましても、今後とも皆様方をはじめ、関係機関との連携をより緊
密にし、安全で安心な地域社会の実現に向けて、全力を挙げて取り組んでまいります。
　皆様におかれましても、地域の安全確保のため、引き続き、ご支援、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　結びに、皆様方が地域の防災リーダーとしてますますご活躍されますとともに、本年が災
害のない平穏な年になりますことを心から祈念いたしまして、年頭のご挨拶といたします。



平成24年秋の叙勲受章者名簿（消防関係）

平成24年秋の叙勲（消防関係）
総務省消防庁
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　平成24年秋の叙勲（消防関係）受章者は、587名で勲章別内訳は次のとおりです。
　　　　　　　　　旭日小綬章	 1 名
　　　　　　　　　瑞宝小綬章	 27名
　　　　　　　　　旭日双光章	 2 名
　　　　　　　　　瑞宝双光章	 81名
　　　　　　　　　瑞宝単光章	 476名
　　　　　　　　　　　計	 587名

　受章者は、永年にわたり国民の生命、身体及び財産を火災等の災害から防御するとともに消防力の強化、
充実に尽力され、消防の発展に貢献し、社会公共の福祉の増進に寄与された方々です。

○　伝達式日程
　 1 　日　　　時　11月15日（木）11時15分〜11時45分
　 2 　場　　　所　ニッショーホール
　　　　　　　　　港区虎ノ門二丁目 9 番16号
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平成24年版消防白書の概要
総務省　消防庁　防災課

避難階段（静岡県沼津市提供）

　平成24年版消防白書が、平成24年12月 7 日の閣
議を経て公表されました。ここでは、その概要に
ついて紹介します。また、白書全文については、
消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/
html/hakusho/h24/index.html）でもご覧になれ
ます。
　主な概要は以下のとおりです。

第Ⅰ部　東日本大震災を踏まえた課題への対応
　東日本大震災の教訓を踏まえ、地震・津波対策
の推進と地域防災力の強化、消防職員の初動活動
及び消防職団員の安全対策、緊急消防援助隊の効
果的な運用・施設整備、民間事業者における地震・
津波対策など、消防防災体制の強化に取り組んで
いる。

地震・津波対策の推進と地域防災力の強化（第1章）
●防災基本計画の修正と災害対策基本法の改正等
　発生頻度の高い津波のみならず、発生頻度は極
めて低いものの、甚大な被害をもたらす最大クラ
スの津波も想定し、住民の避難を軸に、総合的な
地震・津波対策を確立することが必要である。
【主な取組】
○�　中央防災会議の議論等を踏まえ、防災基本計

画に「津波災害対策編」が新設されたこと等を
踏まえ、地域防災計画の見直しの参考となる留
意点や参考事例等を地方公共団体に周知（平成
23年12月）

　・�　災害の初期対応について時間経過に即して
作成することや、住民避難を柱とした応急対
応に留意すること等、実効性のある計画にす
るための工夫を提示

　・�　個別の留意点を被害想定、避難対策等に分類
して整理したことに加え、85の参考事例を掲載

○�　災害対策基本法の一部改正（平成24年 6 月）
　�　大規模広域な災害に対する即応力の強化、被

災者対応の改善等について改正

●津波避難対策の推進
　今後発生が懸念される南海トラフの巨大地震に
起因する津波災害等に備えるため、地域における
総合的な地震・津波対策を確立し、津波避難計画
等の策定の推進が必要である。

【主な取組】
○�　市町村の津波避難計画策定の参考となる「津

波対策推進マニュアル検討報告書（平成14年3
月消防庁）」を平成24年度内に改訂し、地方公
共団体に提示予定

○�　地方公共団体が実施する津波避難タワー、避
難路・避難階段の整備、避難所における防災機
能の強化等に対する財政支援措置を実施してい
る

●災害情報等の伝達
　東日本大震災においては、市町村防災行政無線

（同報系）、Jアラート等は住民への大津波警報な
ど災害情報伝達手段として有効に活用された一方
で、地震の揺れや津波による倒壊・破損や電源喪
失等により、情報伝達に支障が生じた例もあった。
【主な取組】
○�　市町村防災行政無線（同報系）の整備に対す

る財政支援措置を実施している
○�　岩手県大槌町、宮城県気仙沼市等において災害

情報伝送手段の多様化実証実験を実施している
　�　非常用電源の充実等による耐災害性の強化や

多様な情報伝達手段の活用、様々なメディアと
の連携等について検証

○�　実証実験を踏まえ、災害情報伝達手段の多様
化に係る推奨仕様書を策定し、全国に配布予定

○�　Jアラートによる迅速かつ確実な情報伝達の
実施に向けた訓練等の充実を図る
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燃料補給車

緊急消防援助隊の野営状況
（新潟市消防局提供）

●消防救急無線のデジタル化の推進
　東日本大震災においては、地震動や津波による
消防救急無線の機器や基地局の被害により、緊急
消防援助隊等の出動部隊と応援調整本部との通
信、同県内の部隊同士の通信等の一部に問題が生
じた。大規模災害時の緊急消防援助隊の応援と受
援のスムーズかつ一元的な実施が必要である。
【主な取組】
○�　平成28年 5 月末の期限を踏まえ、財政支援措

置、技術アドバイザーの派遣、デジタル化実証
実験で得られた知見の提供などの支援策を推進
している

消防職員の初動活動及び消防職団員の安全対策（第2章）
●�大規模災害発生時における消防本部の効果的な初動活動
　大規模災害発生時における効果的な初動活動
や、消防本部と消防団との円滑な連携のあり方等
について検討が必要である。
【主な取組】
○�　大規模災害発生時における消防本部の効果的

な初動活動について検討を実施し、以下の内容
等を取りまとめ、全国の消防本部に配付（平成
24年 4 月）

　・�　初動期においては、限られた消防力を効果
的に活用することが重要

　・�　効果的な初動活動を行うため、事前計画の
策定や事前計画に基づいた訓練の実施が必要

　・�　①災害対応体制及び情報管理体制の確立、
②消防活動方針及び部隊運用方策、③消防団
等との情報共有及び連携のあり方、④長期化
活動への対策、⑤津波災害時における安全管
理などの効果的な活動方策

●消防団の安全対策と充実強化
　東日本大震災においては、消防団員が水門等の
閉鎖、住民の避難誘導や夜間の見回りまで、実に
様々な活動に献身的に従事した一方で、多くの消
防団員が犠牲となったことを重く受け止め、その
教訓を今後に活かすことが必要である。
【主な取組】
○�　大規模災害時における消防団活動のあり方に

ついて検討を実施し、津波災害時の消防団員の
安全確保対策や、消防団の装備・教育訓練等の
充実、若者が入りやすい消防団に向けた取組等
について取りまとめ、以下のような取組を行っ
ている。

　・�　市町村に津波災害時の消防団活動・安全管
理マニュアルの作成等を推進するよう通知

（平成24年 3 月）
　・�　47都道府県において、災害対応指導者育成

支援事業を開催している
　・�　全国10箇所において、消防団・自主防災組

織の理解促進シンポジウムを開催している

○�　消防団員の活動中の安全確保のための装備の
整備を支援する補助制度を設け、ライフジャ
ケット、投光器等を配布（平成23年度補正（第
3 号））

○�　ライフジャケット等の安全装備品に対する地
方交付税措置を拡充（平成24年度）

緊急消防援助隊の効果的な運用・施設整備等（第3章）
　今後発生の切迫性が指摘されている大規模地震
への対応を念頭に、緊急消防援助隊の活動がより
効果的・効率的に行われるよう、長期に及ぶ消防
応援活動への対応や消防力の確実かつ迅速な被災
地への投入等の課題に対応していくことが必要で
ある。

【主な取組】
○�　長期に及ぶ活動を支援するための燃料補給車

や、機動力・走破力を向上させた大規模震災用
高度救助車等を整備している

○�　各都道府県ごとに策定している応援等実施計
画及び受援計画の見直しを支援している

○�　広範囲に甚大な被害が発生した場合も想定し
た緊急消防援助隊の出動計画の見直し等を実施
している

○�　ヘリサット等の整備による広域的な情報収集
体制及び情報共有体制の強化を図っている
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火災監視カメラ
（双葉地方広域市町村圏組合消防本部提供）

津波により屋外タンク貯蔵所の配管が破壊し
タンク内の危険物が流出した状況（仙台市消防局提供）

個人線量計

民間事業者における地震・津波対策（第 4章）
●危険物施設における地震・津波対策等
　地震の揺れにより、危険物施設の建築物や配管
等が破損する被害や津波により施設全体が損壊す
る等の被害が発生していることから、危険物施設
や石油コンビナート施設の安全確保のための対策
が必要である。

【主な取組】
○�　危険物の規制に関する規則を改正し、予防規程

への記載事項に津波対策を追加（平成24年 5月）
○�　屋外タンク貯蔵所のタンクの規模や津波浸水

想定等に基づく津波被害シミュレーションツー
ルを作成し、ホームページで提供している

○�　特定防災施設等及び防災資機材等における、
地震及び津波の発生頻度等に応じた対策の考え
方等を取りまとめ、石油コンビナート所在の道
府県に通知（平成24年 3 月）

○�　震災時における危険物の取扱い等の実態調査
を行うとともに、災害時における応急的な危険
物の貯蔵又は取扱いに係る安全確保のあり方に
ついて検討

●石油コンビナート等防災体制
　石油コンビナートの災害では、特定事業所外に
被害が及ぶ爆発や火災等への対策とともに、特定
事業所の自衛防災組織の地震・津波時の運用や安
全管理、住民避難等が課題である。また、防災ア
セスメント指針の見直しや、特定防災施設等及び
防災資機材等が地震動により受ける影響評価方法
について整備等も必要である。
【主な取組】
○�　石油コンビナートにおける事業者の自衛防災

体制、関係地方公共団体における防災体制と周
辺住民の安心・安全確保のあり方や、石油コン
ビナートの被害予測等に関する技術的な検討を
実施している

原子力災害への対応（第 5章）
●避難指示区域における管轄消防本部の活動等
　各市町村の復旧・復興と合わせて消防体制の充

実・強化を図るとともに、消防庁としても関係省
庁、原子力災害現地対策本部、福島県、関係市町
村等と連携し、管轄消防本部への支援を引き続き
行うことが必要である。
【主な取組】
○�　管轄消防機関において、応急仮設住宅への防

火・防災指導、住民の一時立入時の警戒活動、
福島原発への防火指導や自衛消防組織の訓練指
導等を実施

○�　消防庁において、管轄消防本部が整備する簡
易型防火水槽や火災監視カメラの設置等に対す
る財政支援措置（平成23年度補正（第 1 号））

●消防機関における活動対策等の充実強化等
　福島原発事故を踏まえ、消防庁では活動マニュ
アルの見直しや、また、原子力防災対策を重点的
に講ずべき地域に入ることとなった地方公共団体
では地域防災計画において、原子力災害対策を定
めること、広域での避難体制を確保すること等が
急務である。
【主な取組】
○�　「原子力施設等における消防活動対策マニュ

アル」の見直しを検討中
○�　放射性物質事故対応資機材の配備（平成23年

度補正（第 1 号））
○�　「地域防災計画（原子力災害対策編）作成マ

ニュアル」の改定により、関係地方公共団体に
おける地域防災計画の見直しや、訓練等を通じ
た原子力防災体制の充実強化を支援
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消防法令違反の状況

棟数 割合 備考

調査対象施設数① 797 − −

何らかの消防法違反があるもの② 549 68.9％ ②/①

重大な違反があるもの③ 47 5.9％ ③/①

※�　重大な違反とは、屋内消火栓設備、スプリンクラー設
備又は自動火災報知設備のいずれかの設備が、その設備
の設置義務部分の床面積の過半にわたり設置されていな
いものをいう。

消防法令違反の主な内容

設備の種類 義務
施設数

違反施設数 重大な違反
以外の
主な内容重大な

違反
重大な
違反以外

屋内消火栓設備 426 33 76 ホース耐圧試験
未実施

スプリンクラー
設備 56 1 13 一部散水障害、

一部未警戒

自動火災報知
設備 791 17 232 感知器の

一部未警戒

第Ⅱ部　消防行政を取り巻く現状と課題について

消防法の一部改正（第 1章第 1節）
　①東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模・高層
ビルを中心にビル全体の防災管理を強化する必要
性が高まるとともに、近年、建築物全体の防火管
理体制があいまいな雑居ビル等を中心とした多数
の死者を伴う火災被害が頻発、②検定の未受検、
不正受検の消防用機器等が市場に流通する事案が
発生、③公益法人事業仕分け（平成22年5月）に
おける、「検定」についての自主検査・民間参入
拡大に向けた「見直し」等の評価結果などを踏ま
え、消防法の一部改正を行った。
　円滑な施行に向け、地方公共団体や消防関係者
へ必要な情報提供、助言等を実施している。
【改正内容】
1 �．雑居ビル等における防火・防災管理体制の
強化（平成26年 4 月 1 日施行）

　・�　雑居ビル等について、「統括防火管理者」
の選任を義務付け

　・�　大規模・高層の建物について、「統括防災
管理者」の選任を義務付け

　・�　統括防火管理者及び統括防災管理者に対し、
それぞれ各防火管理者及び各防災管理者への
指示権を付与

2 �．消防機関による火災原因調査権の拡大（平
成25年 4 月1日施行）

　・�　消防機関に対し、製造・輸入業者への資料
提出命令権及び報告徴収権を付与

3 �．消防用機器等の違法な流通を防止のための
措置の拡充（平成25年 4 月 1 日施行）

　・�　販売業者等が、規格不適合品や規格適合表
示のない検定対象機械器具等・自主表示対象
機械器具等を市場に流通させた場合におけ
る、総務大臣による回収等の命令権の創設（最
高 1 億円の罰金刑）

　・�　規格不適合品や規格適合表示のない検定対
象機械器具等・自主表示対象機械器具等を市
場に流通させた場合における罰則の引き上げ

　　��（30万円以下の罰金→ 1 年以下の懲役又は100
万円以下の罰金（併科有り））

4 �．消防用機器等の「検定」制度等の見直し（平
成25年 4 月 1 日施行）

　・�　登録検定機関の要件のうち、試験設備の「保
有」要件を緩和し、民間参入を促進

　・�　「個別検定」を「型式適合検定」に改め、
その実施方法を明確化

　・�　日本消防検定協会の業務のうち、「鑑定」
を廃止し、「製造業者等からの依頼に応じて
評価業務を行うこと」を業務として規定

　・�　自主表示対象機械器具等の製造業者等に対
し、検査記録の作成・保存を義務付け

福山市ホテル火災を踏まえた防火安全対策（第1章第 2節）
　平成24年 5 月13日、福山市のホテルにおける火
災の発生により、死者 7 名、負傷者 3 名の人的被
害が発生した。消防庁においては消防庁長官の火
災原因調査を実施するため、職員を派遣した。
　火災が発生した建物は、木造部分と鉄筋コンク
リート造部分が一体利用された建築基準法違反の
建物となっており、階段の防火区画（たて穴区画）
の未設置など 8 項目が指摘されており、また、平
成15年の最終査察時に消防用設備等の点検報告の
未報告など 3 項目が指導されていた。
　この火災を踏まえ、全国のホテル等に対し、建
築部局と連携して緊急調査を実施した。
〔緊急調査の実施〕
対象�：全国の 3 階建て以上で防火管理者の選任義

務を要するホテル・旅館等のうち、昭和46年
以前に建築されたもの（現行の建築基準法の
建築構造、防火区画及び階段の規定に適合し
ているものを除く。）

○�　797施設のうち、549施設において何らかの消
防法令違反、47施設において重大な違反。

○�　調査結果を踏まえ、消防本部において重点的
に是正の徹底を図る。

　また　ホテル火災対策検討部会を発足し、ホテ
ル・旅館等における火災被害拡大防止対策及び火
災予防行政の実効性向上等について検討を行い、
中間報告（以下概要）を取りまとめた。中間報告
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火災建物の外観

の内容を踏まえ、関係機関と連携しながら、実施
に向けて検討している。
【ホテル火災に係る課題：多数の死傷者が発生し
た要因】
　・�　建物が耐火構造でないため、火災が出火室

及びその近傍から上階へ拡大
　・�　階段部分の防火区画（たて穴区画）が設け

られておらず、火災や煙が階段を経由して上
階に拡大

　・�　消火器や屋内消火栓設備を用いた消火活動
が未実施

【火災予防上の課題とその対応の考え方】
○　各種規制について
　・�　現行の各種規制について適切な遵守
　・�　小規模ホテル・旅館等（300㎡未満）への

自動火災報知設備の設置義務化について他の
小規模就寝施設の規制を含めて総合的に検討

○　立入検査と違反処理の推進方策について
　・�　建築構造の適合性も含め、的確に人命危険

の高い対象物のふるい分けを行い、計画的な
立入検査が実施される体制の整備

　・�　危険性・悪質性の高い違反を選別して厳格
な違反処理に移行する体制の整備

　・�　違反処理に携わる職員の育成に係る研修等
の実施

○�　火災予防上の危険に係る公表制度のあり方に
ついて

　・�　「旧適マーク制度」の仕組みを再評価し、
新制度として構築することも一つの方策

　・�　「旧適マーク制度」の点検項目を基本とし、
事業者の申請に基づき、消防機関が認定する
制度の整備

市町村の消防の広域化（第 2章第2節）
　小規模消防本部においては、①複雑多様化する
災害への対応、②高度な装備や資機材の導入及び
専門的な知識・技術を有する人材の養成等、③組

織管理や財政運営面における対応など、様々な課
題を抱えている場合が多い。
　これらの課題に対応するため、消防庁において
は、平成 6 年（1994年）以降、市町村の消防の広
域化を積極的に推進している。
○�　平成18年の消防組織法改正
　広域化の理念及び定義、基本指針、推進計画及
び道府県知事の関与等を規定
○�　「市町村の消防の広域化に関する基本方針」
（平成18年 7 月）の策定

　・�　平成19年度中に都道府県において推進計画
を策定

　・�　推進計画策定後 5 年度以内（平成24年度ま
で）を目途に広域化を実現

○　消防庁の取組
　・�　消防広域化推進アドバイザーの派遣、消防

広域化セミナーの開催
　・�　広域化に伴って必要となる経費に対する財

政措置

　これまでの広域化の実績は11件であり、今後、
平成24年度（平成25年 4 月 1 日を含む。）までに
15件、平成25年度以降に 6 件の広域化の見込みと
なっている。
・　平成21年 4 月　�富良野広域連合消防本部、東

広島市消防局、久留米広域消
防本部

・　平成22年 4 月　�東京消防庁
・　平成23年 4 月　�砺波地域消防組合消防本部、

北はりま消防本部
・　平成24年 4 月　�砂川地区広域消防組合消防本

部、置賜広域行政事務組合消
防本部、宇部・山陽小野田消
防局、ひたちなか・東海広域
事務組合消防本部

・　平成24年10月　�東近江行政組合消防本部
　　　計11件

　基本指針の定める広域化の推進期限（平成24年
度）を踏まえ、第26次消防審議会において、今後
の推進方策等を中心に審議を行い、中間答申がな
された。今後、中間答申の内容等を踏まえつつ、
基本指針の改正の検討等を行う予定である。

【消防組織法第31条に基づく市町村消防の広域化
に関する中間答申（概要）】
○　広域化の評価及び継続の必要性
　・�　広域化の取組を引き続き推進することが必要
○�　これまでの状況を踏まえた広域化に関する基

本認識の在り方
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　・�　現行の30万人の管轄人口目標に必ずしもこ
だわらず、地域の特性や実情を十分に踏まえ
て対応

　・�　特に次のような地域を重点的に支援してい
くべき

　　①�　消防本部の規模が小さい市町村や非常備
町村など、今後、十分な消防防災体制が確
保できないおそれがある市町村を含む地域

　　②�　①以外であっても広域化の気運が高い地域
○　広域化の実現の期限
　・�　一定の期限を区切り、広域化を着実に推進

するため、 5 年程度延長することが適当
○　今後の広域化の取組の具体的な方向性
　・�　広域化に係る課題に対する再検討を行い、

地域の実情に応じたきめ細かな取組が必要

　なお、白書の構成は以下のとおりである。

○第Ⅰ部�　東日本大震災を踏まえた課題への対応

第 1章�　地震・津波対策の推進と地域防災力の強化
　防災基本計画の修正や地域防災計画の見直し、
災害対策基本法の改正、地域における津波避難対
策の推進や住民への情報伝達のあり方　等

第 2章�　消防職員の初動活動及び消防職団員の安
全対策

　大規模災害発生時における消防本部の効果的な
初動活動、消防職団員の活動時の安全対策や惨事
ストレス対策、津波災害に対する消火、救助、救
急活動　等

第 3章�　緊急消防援助隊の効果的な運用・施設整
備等

　緊急消防援助隊の車両や資機材等の整備、広域
活動拠点の整備、緊急消防援助隊の出動計画の見
直し、広域的な情報収集や情報共有の体制強化　
等

第 4章　民間事業者における地震・津波対策
　建築物における防災管理体制の強化（消防法の
改正）、危険物施設や石油コンビナート施設にお
ける地震・津波対策、危険物の貯蔵又は取扱いに
係る安全確保　等

第 5章　原子力災害への対応
　福島第一原子力発電所事故を踏まえ、避難指示
区域における管轄消防本部の防火対策、原子力施
設等における活動対策マニュアルや原子力災害に
係る地域防災計画の見直し　等

第 6章　東日本大震災を踏まえた研究開発
　消防防災科学技術高度化戦略プラン（2012）の
取りまとめ、震災を踏まえた平成23年度からの研
究計画の見直しと研究推進　等

○第Ⅱ部�　消防行政を取り巻く現状と課題について

第 1章　災害の現況と課題
　建築物における防火・防災管理体制の強化や消
防用機器等の「検定」制度の見直し等を内容とす
る消防法の一部改正、ホテル火災を踏まえた防火
安全対策に加え、火災による死者の状況等の火災
予防行政の現況と課題、危険物施設における災害、
突風や九州北部豪雨等の風水害や原子力災害等の
各種災害の現況と課題、南海トラフ巨大地震等の
発生に向けた対策　等

第 2章　消防防災の組織と活動
　常備消防機関及び消防団の体制や活動状況、市
町村の消防の広域化の推進、消防職団員の教育訓
練、救急及び救助の体制、緊急消防援助隊の活動
　等

第 3章　国民保護への対応
　国民保護法に基づく国民の保護に関する措置の
概要、Jアラートの整備・高度化、北朝鮮のミサ
イル発射事案への対応　等

第 4章�　自主的な防火防災活動と災害に強い地域
づくり

　国民の防火防災意識の高揚、地域における自主
的な防災活動や防災基盤の整備　等

第 5章　国際的課題への対応
　国際緊急援助隊としての消防救助チームの活動
や開発途上諸国への消防技術協力　等

第 6章　消防防災の科学技術の研究・開発
　消防研究センターが実施している研究開発や火
災原因調査等及び災害・事故への対応、競争的研
究資金による産学官連携の推進、消防機関におけ
る研究開発　等

○　附属資料
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財団法人　日本消防協会

ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」
出演者紹介

ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」
出演者紹介

平成24年10月放送分に
出演の消防応援団
千葉紘子さん

　消防応援団の千葉さんとお話しさせていただき、あ
りがとうございました。
　まだまだ、大垣市大垣消防団について紹介させてい
ただきたいことはたくさんありましたが、今回の放送
を機にひとりでも多くの方が消防団活動を理解してい
ただき、共に郷土を支える仲間が増えていただければ
幸いです。

10月20日又は10月21日放送

岐阜県大垣市大垣消防団
団長　山田　幸雄さん

　初めての全国放送で、消防応援団の千葉さんとの緊
張しながらの出演でしたが、自分の思いと、浦添市消
防団について、伝えることができた事は本当に良かっ
たと思っております。これからも、安心・安全な街「浦
添市」を目指し、市民のための浦添市消防団として活
動を続けていく事で、消防団を理解していただき、多
くの方々に応援してもらえるよう頑張っていきたいと
思います。
　千葉さん、スタッフの皆さん、ありがとうございました。

10月6日又は10月7日放送

沖縄県浦添市消防団
団員　外間　等さん

　応援団の千葉紘子さんと対談する事ができ、大変緊
張しましたが千葉さんや山本アナウンサーに優しく
リードして頂きとても楽しい時間を過ごせました。
　今年度から副分団長になり初めての事ばかりですが
他の団員さんと協力し地域防災に頑張ります。
　貴重な体験ありがとうございました。

　消防団活動を通じて多くの人と出会えた事が、私の
大きな財産となっています。今回のラジオ出演を通じ
て、消防団に興味を持った方がいると嬉しいです。

10月13日又は10月14日放送

10月27日又は10月28日放送

大阪府茨木市消防団
副分団長
木下　修一さん

埼玉県三郷市消防団
団員　加藤　美穂子さん
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平成24年11月放送分に
出演の消防応援団
水香さん

　この度は、番組に出させて頂き、ありがとうござい
ました。私たちの活動はこれからも住民を守るために
続けて参りますので、全国各地の消防団員の為にも、
もっともっと消防団員の活動や紹介をして頂けます
様、お願いします。

　この度は、第23回全国消防操法大会優秀選手とし
てラジオに出演させて頂き、有難うございます。
　緊張してしまい原稿通りにはいきませんでしたが、
佐藤水香さんと山本アナウンサーに助けて貰い、無事
終えることが出来ました。
　三種町消防団としても 4 年後をめざし、消防操法を
頑張っていきたいと思います。

　大変貴重な経験をさせて頂き、有難うございました。

大会の結果は、チーム力の結果だと思います。日本一

のチームに協力していただいた皆様に感謝!!

　ラジオ出演は全国消防操法大会よりも緊張しまし

た。佐藤水香さんの陽気な「応援歌？」から始まり、

山本アナウンサーともお話しが出来大変楽しかったで

す。貴重な経験ありがとうございました。

11月3日又は11月4日放送

11月24日又は11月25日放送

11月10日又は11月11日放送

11月17日又は11月18日放送

長崎県壱岐市消防団
小隊長（部長）　江口　正弘さん

秋田県三種町消防団
副部長　新堀　一利さん

岡山県和気町消防団
団員　新田　章博さん

広島県福山市消防団蔵王分団　第 4班
班長　浅利　光輝さん



25

平成24年12月放送分に
出演の消防応援団
西川きよしさん

　きよし師匠とお話することができとても嬉しく思い
ます。これからも地元の財産である消防団や伝統・文
化を大切に守り、地域住民から信頼して頂けるように
地域防災の要として【小さなことからこつこつと】頑
張っていきたいと思います!!

　とても楽しくお話しをさせて頂きました。

　これからもラッパ隊として小値賀町消防団に華を、

そして町が元気になるように頑張ります。

　吉本新喜劇を観て大きくなった自分にとって、西川

きよしさんと直接話し合える機会を与えて下さった皆

様方に感謝申し上げます。

　今回は、大変貴重な体験をありがとうございました。
西川きよしさんは大変気さくな方であっという間の時
間でした。これからも東松島市消防団の一員として少
しでも地域の安全、復興のため頑張っていきたいと思
います。

12月15日又は12月16日放送

12月29日又は12月30日放送

12月8日又は12月9日放送

12月22日又は12月23日放送

山梨県山梨市消防団八幡分団第 4部
部員　小林　博さん

長崎県小値賀町消防団
班長　畑村　早織さん

大阪府高槻市消防団
副団長　松山　光夫さん

宮城県東松島市消防団
団員　齋藤　剣一さん
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特別表彰「まとい」を受章して

三重県伊賀市消防団　団長　今岡　久人

「芭蕉と忍者の故郷伊賀市を守る」「芭蕉と忍者の故郷伊賀市を守る」「芭蕉と忍者の故郷伊賀市を守る」

ラッパ隊

消防団員募集

はじめに
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　平成24年 2 月23日に日本消防会館（ニッ
ショウホール）において「第64回日本消防協
会定例表彰式」が盛大に挙行され、かねてよ
り念願であった特別表彰「まとい」を拝受致
しました。全国に数ある消防団の中で、この
度の受章は我々消防団員のみならず、諸先輩
方や消防関係者にとってこの上ない栄誉であ
り、まさに身の引き締まる思いであります。
　さらに春と秋の褒章において、 2 名の副団
長が「藍綬褒章」を拝領いたしました。24年
は伊賀市消防団にとって、この上ない喜びと
誇りの年であり、心から皆さまに敬意と感謝
を申し上げ、より一層の精進を重ねていく所
存でございます。

伊賀市の紹介
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　伊賀市は平成16年11月に、上野市、伊賀町、
島ヶ原村、阿山町、大山田村、青山町の 1 市
3 町 2 村が合併して誕生した面積558.17㎢、
現在の人口は98,086人の歴史と伝統のまちで
す。市内には上野城、芭蕉生家や忍者屋敷な

ど史跡も多く伊賀忍者、松尾芭蕉の生誕の地
としても知られています。また紀伊半島のど
真ん中に位置し寒暖の差が大きく、古琵琶湖
層の肥沃な土壌と相まって、「伊賀牛」、「伊賀
米」「伊賀酒」等の農産物は古来より有名で、
主に京阪神地方に出荷されています。

伊賀市消防団の紹介
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　合併前 6 団であった消防団が合併と同時に
1 団 6 方面隊に編成されました。団長以下条
例定数1,510名でポンプ車 4 台、小型動力ポン
プ、積載車等151台の大所帯で地域の住民の安
全を守っています。しかし全国的な団員不足
は伊賀市も同様で、少子高齢化や過疎化のた
め団員の確保には大変苦慮しています。
　そこで25年度より消防職団員のOBを中心に

「支援団員」という災害活動のみで訓練等には
参加しない機能別団員を定数内で組織し団員
の拡充を図る計画です。さらには方面隊を廃
し分団を再編、出動範囲を効率化して機動力
を高めていく所存です。
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平成18年度ポンプ車全国大会 出初式

夏期訓練

消防団の一年
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　年の初めにラッパの音が響いて団員が一堂
に会して一年の計である出初式が始まりま
す。その後は緊急車両の安全運転講習、文化
財防火訓練や春季全国火災予防週間中のパ
レード等を経て新年度を迎え、初任者訓練、
指導者訓練そして夏期訓練へと続きます。当
団ではポンプ操法が大変盛んで、この期間に
は連日各分団で選手と応援団員が一丸となり
ポンプ車や小型ポンプの操法訓練が繰り返さ
れており、数年に一度回ってくる三重県消防
操法大会では度々の優勝経験があります。
　秋には伊賀市を挙げての総合防災訓練が実
施され、住民避難誘導、土嚢積み、一斉放水
と消防団が大きな役割を担います。同時期に
は大勢の団員が三重県消防学校の指導員科や
幹部科等に入校して幹部としての教養を身に
つけます。そして秋季全国火災予防週間に伴
う訓練や巡回を行い、最後に年末警戒で一年
を締めくくります。
　またそれぞれの行事の間には火災はもちろ
んのこと、山間急傾斜地の多い伊賀市ではゲ
リラ豪雨や大型台風による集中豪雨で土砂災
害が頻発します。近年では高齢者の行方不明
事案が増加傾向にあり、団員の負担増となっ
ています。この他にも住宅用火災警報器設置、
火の用心札の各戸配布、新入団員の入団促進
と枚挙にいとまがありません。
　そこで21年度から「消防団協力事業所表示
制度」を導入し側面からの団員支援を行うと

ともに、25年度より新たに女性部を設置し女
性団員の確保も図っていく計画です。

終わりに
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　最近、南海トラフを震源とする巨大地震が
近い将来発生するというニュースが発表され
ました。伊賀市は紀伊半島内陸部に位置する
ため津波の心配は有りませんが山間地に集落
が点在し、地滑り危険地帯が随所にみられま
す。また安政時代には直下型の活断層地震の
生々しい記録も残っており旧市街地の古い木
造住宅の倒壊とそれに伴う火災も懸念されま
す。このように多くの危険から住民の安心安
全を確保することは決して容易ではありませ
ん。この度の受章を契機に今後更なる努力と
研鑚に努め日本消防協会をはじめ消防関係各
位への感謝と御礼とさせていただきます。
　最後になりましたが、23年 3 月11日の東日
本大震災で殉職されました我々の同志である
二百数十柱の御霊に衷心より哀悼の意を表
し、一日も早い復興を切に願い受章の挨拶と
いたします。
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神奈川

南足柄市消防団　団長 　瀬戸　均

「日本一元気な消防団」
を目指して

大雄山最乗寺で足柄消防組合との合同訓練

大きな火災では放水口数が消防署より多くなる

1 ．南足柄市の紹介
　南足柄市は、神奈川県の西端にあたり、

「金太郎のふるさと」として知られています。
　豊かな水に恵まれ、昭和9年には現在の
富士フイルムが進出し、世界的な企業に発
展しています。さらに、平成14年にはアサ
ヒビール神奈川工場が操業を開始しました。
　本年度市制40周年を迎え、「自然のめぐ
みと活力にみち、いきいき輝くまち」を目
指しています。

2 ．南足柄市消防団の概要
　南足柄市消防団は、 9 分団28部で構成さ
れ、現在234名の団員が所属しています。
消防団車両はポンプ自動車 3 台、小型動力
ポンプ付積載車25台を配備しており、各部

の定員はポンプ自動車の部は13名、小型動
力ポンプ付積載車の部は 8 名と、他市町村
に比べ各詰所の人員が少ないのが特徴です。

3 ．南足柄市消防団の活動
　災害対応として火災、台風、大雨、地震、

行方不明者等に出場していますが、
近年火災は減少傾向にあります。
しかし、平成24年は 2 月に倉庫、
住宅等 4 棟、3,000㎡を焼失し、市
内全分団が出場した大火災を始め、
多くの火災が発生しました。火災
の周知は従来市役所で市内に防災
行政無線で一斉放送をしていまし
たが、 2 年前、消防署の指令台が
更新され119番通報と同時に、団員
に火災の発生メールが送信される
ようになり、火災出場までの時間
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H24.10.7　第23回全国消防操法大会出場

中学校消防クラブと礼式訓練

が大幅に早くなりました。当市では消防団
員に任命されているうちに、一回位は消防
署より早く火災を消火したいと思っている
団員が多いようです。
　山林が多いため台風・大雨対応では、土
砂崩れ・倒木が多く発生します。台風接近
とともに本団は市役所に詰め、無線で指揮
を執り、消防団は巡回を始めます。常備消
防が組合消防であるため、冠水などの救援
要請は消防署又は市役所に入ります。連絡
を密にとりながら被害状況により、署と団
で連携しつつ対応しています。
　訓練は各分団・部で自主的に行う他に、
全体で新任団員・部長・班長礼式訓練、部
隊訓練、消防署との合同訓練などを実施し
ています。
　また、平均団歴が約 8 年と短いため、器
具取扱いを早く習得する手段として、消防
操法に力を入れています。 2 年に 1 回市消
防操法大会を部単位で実施します。団員の
約半数が選手として参加するので、新任団
員以外のほとんどの団員は操法ができま
す。県消防操法大会には分団の操法技術の
均一化を図るため、全分団持ち回りで参加
しています。平成22年と平成24年の神奈川
県消防操法大会小型ポンプ操法の部では2
大会連続で優勝することができました。こ

れにより第23回全国消防操法大会にも出場
することができました。
　中長期的視野に立った人材育成を目的と
した、南足柄市中学校消防クラブが平成23
年の市消防操法大会の会場で、消防団員が
見守る中発足しました。クラブ員には宝く
じの社会貢献事業により各種訓練用品が支
給され、秋・春の火災要望運動時の広報パ
レードや年末火災特別警戒広報時に、消防
団車両に分団内に住むクラブ員を乗せて、
広報の手伝いをしてもらうなど、未来の南足
柄の防災の担い手との交流を深めています。

4 ．おわりに
　団員の定数割れは当市においても深刻な
問題です。現在、条例定数より18名団員が
不足しています。その対策として平成21年
より団員勧誘の中核である部長全員を対象
に研修を実施し、勧誘の仕方や成功事例な
どの意見交換を行っています。平成22年か
らは自治会長に定数確保の協力要請を行
い、本年度は希望する部の管内に消防団員
募集のチラシを全戸配布しています。この
問題は抜本的な特効薬がありませんが、地
域防災の要である消防団がより活動し易い
よう努力していく所存であります。
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埼　玉

羽生市消防団　団長 　西田　哲三

「我がまち“はにゅう”を
我が手で守る
羽生市消防団」

ムジナもんと仲間たち

1 ．羽生市の紹介
　羽生市は、埼玉県の北東部にあり、関東
平野のほぼ中央に位置しています。市の北部
は群馬県との県境で、「坂東太郎」の愛称で
知られる一級河川の利根川が流れています。
　当市の人口は、約 5 万7000人、面積は
58.55㎢、首都東京まで約60㎞。平成 4 年
には東北自動車道羽生ICが開設され、交
通の利便性は大幅に向上しました。
　本市は、平坦な地形で農業と商工業の調
和のとれた「衣料のまち」として、発展を
遂げてきましたが、近年では「観光交流
100万人」を目指し、様々なイベントが開
催され、毎年11月には、まちおこしの一環
として、全国のご当地キャラが集う日本最
大の「ゆるキャラⓇさみっとin羽生」が盛
大に開催されております。
　昨年は、東日本大震災の被災地を含む36
都道府県から265のキャラクターが参集し、
人気投票“ゆるキャラグランプリ”の発表・
表彰式、ご当地グルメ及び物産コーナー等
への来場者数は、 2 日間で約29万 5 千人を
数え「羽生市のPR」と「まちおこし」に
大きな貢献を果たしました。
　イベント会場となった県営羽生水郷公園
敷地内にある “宝蔵寺沼”は、国の天然記
念物に指定され、現在日本で唯一の食中植
物「ムジナモ」の自生地としても有名になっ
ております。本市の代表キャラクターであ

る“ムジナもん”は、このムジナ（イタチ科：
アナグマ）という動物のしっぽに似ている
ことから生まれました。ほかのキャラク
ター “いがまんちゃん”をはじめとする 6 体
の仲間たちと一緒に“我がまち”を輝かせて
おります。

2 ．消防団の概要
　羽生市消防団は、昭和29年 9 月に発足、
現在 1 本部 9 分団、 4 部で構成され、実員
218名を有しています。団員の平均年齢は
39歳と他の消防団に比較して若く、気力・
体力・技術的に優れていると自負しています。
　車両数は、消防ポンプ自動車（CD−Ⅰ型）
11台、連絡車 1 台を配備しており、有事の
際の出動に備えています。
　さらに、今年度末には、財団法人日本消
防協会から「消防団多機能型車両」が交付
されることとなり、団員は、消火活動訓練
に加え、救助活動にも携われるよう資機材
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水防工法訓練

消防特別点検

の取扱訓練を計画中であります。
　今後は、東日本大震災を教訓として、大
規模災害発生時の迅速な初期対応として消
防団詰所11か所に災害救助工具セットやレ
スキューボードなどを順次配備し、消防団
の装備充実と活動技術の一層の向上に取り
組んでまいります。
　また、地域に密着した活動の一つとして

「地域安全のための相互協力に関する覚書」
を警察署と締結し、防犯運動活動として、
駅前や大型ショッピングモール等での「街
頭広報活動」に参加、「犯罪のない明るい
地域社会づくり」にも貢献しています。

3 ．消防団の活動
　当市は、比較的災害に強いまちではあり
ますが、東日本大震災の際に停電となり、
電話などの通信手段が使用できない中、各
消防団員は自主判断で管轄地域を中心に住
民の安否確認、二次災害の発生防止に努め、
地域の安全・安心に努めました。
　震災後には、当市消防団は水防団を兼務
していることから、加須市・羽生市水防事
務組合の規約に基づき、利根川及び渡良瀬
川の堤防点検を隣接する加須市と連携して
行い、その結果を国土交通省へ報告いたし
ました。また、毎年 5 月には、有事に備え
利根川の合同巡視、6 月には水防工法訓練、

11月には非常招集訓練を兼ねた消防特別点
検が実施され、服装規律・機械器具点検・
ポンプ車操法・市街地パレード・大火災を
想定した勇壮な一斉放水訓練などが行われ
ました。
　更に、歳末特別警戒や春の火災予防運動
期間中には、市内全域で火災予防巡行宣伝
を行い、ほかには普通救命講習会、交通安
全講習会、少年消防クラブの指導、防災訓
練等にも積極的に参加し、こうした年間を
通した消防団活動が、地域における消防・
防災の中心的存在として、市民から期待さ
れています。

4 ．終わりに
　東日本大震災をはじめ、各地で被害をも
たらした台風、竜巻、豪雨災害などを受け、
市民の防災意識は、これまでになく高まっ
ています。
　今後発生が予測されている首都直下地震
など大規模災害発生時の消防団の役割は、
ますます重要なものとなっております。
　このため、我が羽生市消防団は、地域の
関係機関と連携を強固にし、火災時の消火
活動はもとより、消防・防災に関する知識
や技術を更に習得し、我がまち“はにゅう”
の市民の生命・財産を守るため、活動して
まいります。
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鹿児島

南さつま市消防団　団長 　東馬場　伸

「地域と一体となった
消防団活動」

出初式での行進

1 ．南さつま市の紹介
　南さつま市は、鹿児島県薩摩半島の南西
部に位置し、リアス式海岸や吹上浜砂丘な
ど変化に富んだ海岸線を持ち国の名勝「坊
津」及び坊野間県立自然公園の指定を受け
た景勝地となっています。
　それまでの加世田市、笠沙町、大浦町、
坊津町、金峰町の 1 市 4 町が平成17年11月
7 日に合併して誕生し、人口は約38,000人、
面積は283.3㎢、市の総面積の58.3％が森林
で中小の山々が連なり、平野は河川流域に
沿って開けています。また、日本一の超早
場米金峰コシヒカリや鹿児島ブランド第 1
号の加世田のかぼちゃ、砂丘らっきょうな
どの特産物、歴史の中で培われてきた文化
や伝統などの地域資源が数多くあります。

2 ．消防団の組織・概要
　南さつま市誕生と同時に新組織が発足し
て以来、7 年が過ぎた南さつま市消防団は、
平成24年 4 月 1 日現在、 1 本部、旧市町単
位の 5 方面隊、30分団、714名で編成され
ています。また、消防用車両については、
ポンプ自動車22台、小型動力ポンプ積載車
39台、小型動力ポンプ48台を配備し、市民
の安心安全を守るべく日夜活動を続けてい
ます。
　過去の消防操法大会では、ポンプ車の部
で 4 回、小型ポンプの部で 2 回、県の代表
として全国大会に出場するなど、消防団活
動は盛んで、消防出初式などの際には消防
団ラッパ隊による演奏も行っています。

3 �．南さつま市消防団
の活動

　本市消防団の主な活動は、
1 月の消防出初式に始まり、
春・秋の全国火災予防運動
にあわせた広報活動や各分
団での訓練、各地域で行わ
れる花火大会等の警戒、年
末の特別警戒までの年間を
通して機材器具点検など随
時行っていますが、各行事
やイベントにも積極的に参
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市総合防災訓練の様子

さんまを振る舞う団員

加し、本市が災害時相互応援協定を結んで
いる岩手県釜石市から提供されたさんまを
団員が焼いて参加者に振る舞うなど、地域
に溶け込んだ活動を心がけています。さら
に、団員が作った米を茨城県北茨城市に支
援米として送り、市民夏祭りで振る舞って
いただくなど遠隔都市との交流も深めてい
ます。
　また、新入団員を迎える 4 月・ 5 月には
規律訓練・教養訓練を開催、応急手当普通
救命講習会の実施、消防学校における基礎
教育科・機関科には各方面隊から毎年 3 名
ずつ入校するなど団員の資質の
向上にも努めています。
　毎年実施される市総合防災訓
練には消防団として参加してい
ますが、短時間で記録的な雨量
を記録するゲリラ豪雨などの災
害は、いつどこで発生してもお
かしくない状況であり、過去に
大水害や土砂災害を経験した本
市住民にとっては、消防団の組
織力・機動力は大きな期待となっ
ています。そのために、今後は

自主防災組織と連携した訓
練を実施し地域と一体と
なった消防団活動が求めら
れているのではないかと思い
ます。

4 ．おわりに
　東日本大震災以降、市民
の防災意識は高まっている
ものの、近年の社会状況の
変化によりサラリーマンの
増加や、地域コミュニティ
の変化により後継者不足に

よる団員の高齢化、団員確保の難しい状況
は、多くの消防団が抱える問題であります。
消防団に参加することで地域を守り、大切
な人の命を守ることができるといった社会
貢献活動への意識を高め、新入団員の勧誘
に努めたいと思います。
　最後になりますが、地域住民の安心安全
を守るために、今後も各地域の自主防災組
織などの関係機関と協力・連携しながら地
域に信頼される消防団活動に取り組んで参
ります。
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新地町消防団　団員
山田　裕貴子

シンフォニー（福島県）

「明るい防火・防災活動をめざして」

ひとり暮らし老人世帯訪問

春季検閲式アナウンス

　私たちの住む新地町は、福島県浜通
りの最北端にあり、東は太平洋に面し、
西は阿武隈山系を境として宮城県と接
した、人口約8,000人、面積46.35㎢の
小さな町です。
　西部の阿武隈山系からのびる丘陵の
間の平地に、市街地や田畑、果樹園が
広がり、海は遠浅で澄んだ水と美しい
砂浜が続いています。
　気候は春夏秋冬を通して温暖で平均
気温は12℃、大変過ごしやすい気候で
す。自然豊かな町の主産業は、農業と
漁業です。
　また、本町をふくむ相馬地域の総合的開
発をめざした巨大プロジェクト「相馬地域

開発計画」により、重要港湾・相馬港や、
新地火力発電所を背景に中核工業団地が生
まれ、新しい発展拠点として期待されてい
ます。

　新地町消防団は、 4 分団10部、
団員数は319名で構成されていま
す。私たち女性消防団員は平成
4 年 9 月に結成され、現在12名
の団員で活動をしています。
　私は平成21年に入団をしまし
た。当時の私は、消防団の活動
というのは、火災現場で消火活
動をするのが消防団だと思って
いましたので、男性団員と同様
に現場へ出なければいけないの
か?私に何かできことはあるのだ
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3.11東日本大震災被災状況

ろうか?と不安に思っていました。
しかし、辞令交付後の研修により、
消火活動だけが消防団の仕事では
ないこと、私たち女性消防団に求
められているのは、女性ならでは
の心配り、気配りでの防火活動を
中心とした活動だということを理
解しました。
　現在、女性消防団の大きな役割
として、私たちは主に火災予防広
報の活動を行っています。
　春秋の火災予防運動期間中に
は、一人暮らし老人世帯、また老人のみの
世帯を訪問し、防火診断を行います。ほん
とにわずかの時間ですが、皆さん私たちの
声に熱心に耳を傾けてくれます。私たちの
訪問をきっかけに防火意識を高めていただ
けたらと期待しています。その他の活動と
して、春季点検、出初式、消防操法大会な
ど各行事の受付、アナウンスなども私たち
の出番です。
　また、昨年 3 月11日に発生した東日本大
震災は、震度 6 強の地震と、その直後に発
生した大津波により、新地町にも甚大な被
害をもたらし、町では116名の方が亡くな

りました。津波は標高10m未満の多くの土
地に浸水し、浸水面積は町の全面積の 5 分
の 1 にも及び、600戸を超える住宅が全半
壊するなどと、過去に類を見ない大規模な
災害となりました。
　震災時は消防団員が日ごろの訓練を生か
し救助活動等に大きな役割をはたすことが
できました。
　今後は、地震や火災のみならず、津波や
原発、豪雨災害等のあらゆる災害にも備え
なければなりません。
　東日本大震災を経験し、私たち女性消防
団員は、防火活動のみならず、自らが積極

的にこれらの訓練に参加し、地域
の防災力の向上に努めていく必要
があると感じました。
　今後ますます消防団員に対する
住民の期待は増加すると思われま
す。私たちは、女性消防団員とし
て、きめ細かな対応や優しさ、思
いやり等の配慮を持ち、女性らし
く明るく防火・防災活動を続けて
いきたいと思います。
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小値賀町消防団　本部員　班長

畑村　早織

シンフォニー（長崎県）

「ラッパ隊で島の華になる！」

出初式の風景

　私の住んでいる小値賀町は、長崎県西側
の五島列島の中でも北部に位置する、人口
約2900人の小さな島です。風光明媚で、お
もてなしの心が根付いた島民は皆優しく、
昔ながらの町並みや人の生活が残る、懐か
しくも温かい自慢の島です。しかし、高齢
化は進み、人口の43％が高齢者で占められ
ています。
　小値賀町消防団は、全団員数149名で、
本部と10個分団で構成されています。
　女性消防団は、本部員として平成22年 4
月に誕生し、発足時は 2 名でした。
　私たち小値賀町の女性消防団は全国的に
は珍しい女性だけのラッパ隊で、最初は 2

名だった団員も現在は 9 名となり、職種も
様々な20代から30代で活動しています。
　メンバーのほとんどが、楽器演奏未経験
者でラッパの指導者もおらず、入団当初は
手探りで練習を行っていました。
　操法大会に出場する分団の応援、激励の
演奏から始まり、操法大会の応援にも行き、
他市町のラッパ隊の演奏を聴き、勉強させ
てもらいました。
　基本教練などほとんど行ったことのない
メンバーなので、消防署へ基本教練の練習
にも行きました。
　昨年は島のグループホームから出演依頼
がありクリスマス会でラッパの演奏をする

こともありました。
　小値賀町消防団では毎
月 1 日、15日に機械器具
の点検を行っています。
私たちも同様に月 2 回の
練習を目標にしています
が、仕事を持ったメン
バーが決まった練習日に
全員集まるのは難しく、
思うように練習できませ
んでした。
　それでも今年の出初式
のために、練習場所を約
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現地訓練での様子

町民体育大会での演奏の様子

2 ヶ月間貸切り、それぞれ都
合に合わせて練習しました。
　全員揃うことができないま
ま本番を迎えましたが、町民
の方に「華があってよかね〜 !!」
という言葉をいただき、大変
うれしく入団してよかったと
思いました。また、今年 6 月
には初めて消防学校のラッパ
課程の教育にも参加させてい
ただき、ラッパについての基
本的な構え方、水抜きの仕方、
ラッパを持ったままの基本教練の仕方を学
んだほか、他の市町のラッパ隊の現状等を
知ることができ、大変勉強になりました。
　 9 月には町の運動会で消防団員加入促進
事業の一環として、消防団競技が行われ、
私たちもラッパを演奏しながら団員を先導
し、消防団の広報を行いました。
　10月の初めには東京で行われた全国操法
大会を見学し、消防団員の操法にかける熱
意、心意気を肌で感じることが出来ました。
大会では、地元長崎県代表の壱岐市消防団
が見事優勝し、大変感動しました。また、
大会会場に併設された施設には災害が起
こった際を想定した訓練などの展示があ

り、すごく勉強になりました。
　10月末に行われた現地訓練では、佐世保
市西消防署から講師の先生がいらっしゃっ
て、ラッパの基礎、音が鳴る仕組み、音の
出し方等基礎的なことから、楽譜の読み取
り、曲の吹き方、ラッパを持った基本教練
などの講義を受けました。今後の目標は応
急手当指導員の資格を全員で取りたいと考
えています。
　小値賀町は高齢化も進み、独居老人等も
多いので、これからもっと女性の団員数を
増やし、火災予防訪問活動等、女性消防団
としても活動できるようにしていきたいです。
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第23回全国消防操法大会
ポンプ車の部に優勝して

岡山県和気町消防団　団長　坂本　延夫

秋本会長からメダルの授与

1　和気町の概要
　和気町は岡山県の東部にあり、県庁所在地の岡
山市から北東32㎞に位置し、人口約 1 万 5 千400
人、世帯数約 6 千200世帯、総面積144.23㎢で、交
通は、JR山陽本線と山陽自動車道が東西に走って
います。また、山林・原野が総面積の約85％を占
めており、一級河川吉井川が南北に、金剛川・初
瀬川・王子川が東西に流れ、清流と緑に彩られて
いる中山間のまちであります。
　町では高齢化率は30％を超え、これまでのよう
に行政区だけでは取り組めなくなったことを小学
校区等の地区で共に助け合いながら地域をつくる
ため、助け合いのまちづくりが進められています。

2 　和気町消防団の紹介
　和気町消防団は、平成18年 3 月 1 日に和気町・
佐伯町の 2 町の合併と同時に新たなスタートをき
りました。現在、 1 本部、 8 分団体制で、 5 つの
機動部、49の部に、団長以下690名で構成されて
おり、地域防災の一角を担っています。
　消防団活動については、幹部会を毎月開催し、
団活動の方針を決定、各分団の情報交換等を行っ
ているほか、町の防災訓練への参加や火災予防運
動の町内巡回、年末夜警、各種祭りの警備、消防
団員減少を喫緊の課題ととらえ、次世代の地域防
災を担う小中学生に団活動を知ってもらうため学
校での講座の開催など地域に密着した活動を行っ
ています。

3　全国大会優勝までの経緯
　岡山県は、県大会が全国大会のように水出しの

操法ではないため、 1 年前の県大会で代表チーム
の選考が行われることになっており、我が和気町
消防団は、平成23年 5 月に開催された県大会で優
勝し、全国大会への切符を手に入れました。
　自動車ポンプの部では、 4 年前の東京ビックサ
イトで開催された第21回大会に続いて、和気町消
防団としては、 2 年前の蒲郡ボートレース場で開
催された第22回大会（小型ポンプの部）に続けて
の連続出場となりました。前回ポンプ車の部で出
場した第21回大会では、岡山県勢初となる悲願の

「全国優勝」を果たしています。優勝した直後、我々
関係者は達成感と満足感で、この 4 年後の大会の
ことなど考えもしませんでした。しかしながら、
選手達は大会終了後すぐに 4 年後を見据え、二連
覇という偉業達成を目指して、既に訓練を始動し
ていました。その姿勢を目の当たりにし頭の下が
る思いでした。全国優勝を手にした選手達には、
自信と誇りがあり、自分たちが全国で初めての二
連覇を達成するんだという使命感も芽生えていた
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表彰式後、坂本団長・延原副団長表彰式において

ように思います。
　今までの経験も選手達の自信になったと思いま
すが、何より全国優勝で得た「自信と誇り・使命
感」を併せ持つことにより、年を追うごとに成長
していき、その後の県大会では四連覇を達成しま
した。そして、全国大会出場が決まってから 1 年
7 ヶ月、雨の日も風の日も訓練を重ねる選手達の
気持ちの中にゆとりがあるように思えました。と
はいえ、全国覇者である重圧も計り知れないもの
であったと思います。
　大会当日の東京臨海広域防災公園はあいにくの
雨でしたが、出場消防団の先頭で入場、開会式終
了後に競技に移りました。
　和気町消防団の出場順は出場隊のトップを切る
第一コース一番で、開会式終了後、直ちに準備を
整え、出場隊は「さあ、楽しもう」と互いに合図
を送ったそうです。
　大声援の中、「岡山県和気町消防団、ただ今か
らポンプ車操法を開始します」我澤指揮者の勇ま
しい号令が響き渡り、競技が始まり動作、タイム、
規律等スムーズに流れ、この大きな舞台で最高の
操法を披露してくれました。結果が発表され、総
合得点187.00点という得点が映し出されました
が、前回優勝時が190.00点という高得点だっただ
けに、今大会のこの得点がどれ位のものなのか見
当がつかないという状況でした。しかしながら、
出場後の現地報告会では、岡山県の選手団及び応
援団に感動を与えてくれた選手達に対し、「これ

で負けたら仕方がない。最高の操法だった。」等々
の声が飛び交い、最高の操法をやり遂げた選手達
と握手する者、抱き合う者、涙を浮かべる者があ
ちこちで見受けられました。
　そして、すべての結果が出揃った瞬間、トップ
を守りきり、我が和気町消防団はもちろん、岡山
県消防関係者の悲願でもあった前人未到の「二連
覇」という最高の栄誉を手にし、応援席で共に喜
びを分かち合いました。特に選手は、長くて苦し
かった訓練の日々が走馬燈のように駆け巡り、感
激に浸りました。また、今大会で戦った多くの消
防団から「おめでとう」と言葉をかけていただき
握手を交わしました。
　表彰式では、出場選手が整列し表彰状と優勝旗
が授与され、また、個人の部においても三番員の
新田君が優秀選手賞を獲得し優勝に花を添えてく
れました。
　後日、分団長と選手と共に県庁へ出向き、知事
から特別表彰をいただきました。また、町では優
勝祝賀会も開催していただき、多くの方から「お
めでとう」と「ありがとう」の言葉をいただき、
会場の皆様と優勝の喜びに浸りました。
　この度の優勝を糧に、消防団に対する応援の声
を期待の声として受けとめ、地域住民が安全で安
心して暮らせる町づくりに向け、更に防災意識を
高め実行できるよう精進する所存であります。
　結びにあたり、出場選手諸君、ご家族の皆さん、
職場の皆さん、消防団を支援していただいている
地域の方々、そして、御指導を頂いた消防学校、
東備消防組合、岡山県消防協会をはじめ県内消防
関係者の皆様、あらゆる面でバックアップしてく
ださった和気町に心から敬意を表し感謝申し上げ
るとともに、日本消防協会の益々の発展と全国消
防関係各位のご健勝、ご活躍を祈念申し上げます。
　最後になりましたが、今大会は東日本大震災発
生後はじめての大会であり、全国すべての都道府
県が集結することができました。この意味ある大
会に共に参加できましたことに感謝を申し上げま
すとともに、現在も復旧・復興に向け日々ご尽力
されておられます被災地の皆様のご健康を心より
願っております。
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第23回全国消防操法大会の
小型ポンプの部に優勝して
長崎県壱岐市消防団　石田地区　第二分団　第三小隊　小隊長　江口　正弘

表彰

操法

　私達、壱岐市消防団（石田地区第二分団第
三小隊）は、小隊長以下10名で構成しており、
今回、第23回全国消防操法大会の小型ポンプ
の部で悲願の優勝をすることが出来ました。
　私達の全国大会への出場は 2回目の挑戦で
あり、今から16年前、私達は市内で開催され
る地区大会及び市大会を初めて勝ち残り県大
会へ出場、それから 6 年をかけて県大会で優
勝することが出来ました。その時は全国大会
への出場権利は無く、再度、 2 年後への全国
への挑戦を行いました。 1 年もの歳月を費や
して訓練を重ね、順調に全国大会への出場権
利を獲得、初めての全国大会を経験し、 5 位
優良賞と指揮者の優秀選手賞という評価を頂
きました。
　その後の大会において、私達は追われる立
場のプレッシャーに立ち向かうことが出来
ず、県大会はもとより、市内の大会ですら結
果を残すことが出来ず、 6 年という歳月が過
ぎていきました。
　今年、 8 年ぶりの全国を目指すために、私
達は一から足元を見直し、昨年の秋から訓練
を開始しました。私達の訓練日は週 6 日間で、
午後 7 時から 9 時までの約 2 時間を基本的な

訓練とし、休日は日曜日と団員の所用の状況
でとりました。まずは基本的な操法の流れを
身に就ける為、約 1 ヶ月間の訓練を重ね、そ
の後冬場は、主に走り込みを中心としたト
レーニングを 3 ヶ月間行いました。
　 3 月 1 日。私達はトレーニング期間を終え、
これから迎える 6 月24日の地区大会に向け訓
練を開始しました。私達は今回特に「所要タ
イム」と「ホースライン」に重点を置き、訓
練に取り組みました。操法では、「指揮・規律」、

「迅速且つ確実」、「柔軟な対応」が要されるの
で、日々の訓練に際し、指揮・規律においては、
声を出す予令、号令の協調や音程のつかみ方、
括弧訓練においての手足、体の動きや向きと
共に体内の体重重心移動。迅速且つ確実にお
いては、操作を素早く行う上でのホースや吸
管等の握り方や結合部の目の配り方とポイン
ト、更に手足や体の角度を合わせたり指先に
も注意をしたり、柔軟な対応として、例えミ
スを行っても決して慌てない心境づくりと、
次の動作に切り替える気転などを訓練の中に
取り入れ、常に高い目標を持つよう心掛け、
雨天時においても同様の取り組みを行いまし
た。
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ホース延長・吸管伸長

全国大会操法訓練風景
表彰

　所要タイムとホースラインについては、選
手と指導者とが一体となるよう、指導者は選
手の動きを注視し、各ポイントでの時間を計
測。操作開始の号令で動き出す第一歩から火
点を射るまで、体の体重の使い方や手足の向
き、資機材の掴み方や力加減と、日々ありと
あらゆる取り組みを行いました。その結果、
無事 6 月24日の地区大会を終え、翌週の 7 月
1 日の市大会を制し、 8 月 5 日の長崎県大会
の出場権を獲得しました。私達にとっては8
年ぶりの県大会出場となり、ここで必ず結果
を出すことを誓い、これまでの地区大会、市
大会よりも所要タイムの目標を上げ、訓練を
続けました。
　県大会当日。天気は快晴、風もなく真夏の
日差しを浴びる中、本番に臨み、これまでの
訓練の成果を十分に発揮することが出来、県
大会を制することが出来ました。私達にとっ
てこれまでの 8 年間。そして、昨年秋から取
り組んだ思いが実り、念願の全国大会への出
場資格を獲得しました。その後の 2 ヶ月間の

訓練においても、所要タイムの目標を40秒ま
でに上げ、気持ちを新たにし取り組みました。
選手は皆、体への故障を抱えておりましたが、
8 年前の 5 位優良賞を越える為、私達は今大
会に全てをかける思いで、日々の訓練を重ね、
どんな状況においても「自分自身を信じぬく
気持ち」で大会に臨むことが出来る様、取り
組みました。
　11月 6 日の大会前日での公開練習では、明
日の大会の状況を想定し、資機材設置から延
長、収納までにおいて本番を見据えた取り組
みを行い、明日の確認点や改善点を行いまし
た。11月 7 日、全国大会当日。開会式より生
憎の小雨模様であり、私達長崎県の出場順位
は 7 番目でした。
　雨があがるのを望みましたが逆に雨粒がひ
どくなり、状況としてはあまりよくありませ
ん。ですが、これまで自分自身を信じぬく気
持ちを貫けるよう、日々の訓練を行ってきま
したので、私達は気持ちを落ち着け大会に全
力を出し切ることが出来ました。その後、栄
えある強豪のチームは多々ありましたが、結
果として100分の 3 秒差で悲願でありました
優勝を手にすることが出来、日本一に輝くこ
とが出来ました。
　これまで家族や地域皆様のご支援と、関係
各位皆様のご協力とご指導により、私達は最
高の喜びを得ることが出来ました。本当に心
より感謝致します。今後も、住民の生命・財
産を守り、地域に安全と安心を約束するよう
活動に取り組んで参ります。本当にありがと
うございました。
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女性消防団員リーダー会議について
㈶日本消防協会

　平成24年12月14日（金）日
本消防会館において、女性消
防団員リーダー会議を開催い
たしました。全国から18名の
女性消防団員の方に出席をし
て頂き、女性消防団員の役割
などの課題や問題点につい
て、活発且つ有意義な意見交
換が行われました。主な意見
等は、次のとおりです。
　なお、この会議には、消防庁防災課長、鹿児島県、北海道、秋田県、静岡県、滋賀県、
岡山県の消防協会長、田村圭子氏（新潟大学危機管理室　教授・消防審議会委員）及び茂
木なほみ氏（主婦連合会　常任幹事・消防審議会委員）にも出席して頂き、会議中アドバ
イスを頂きました。

1 　女性消防団員の役割について
　○�　女性が消防団に所属しているということで、消防団に対する母親世代の理解促進や、

家族への防災意識の向上、また、団員が母親として参加している学校などの団体への
PRになっている。

　○�　消防団の活動の幅が広がってきている中で、男性団員が行うことに抵抗がある活動
は、女性団員に任せたいということがよくある。

　○�　現場には出動しないという活動もいいと思う。女性にできることをやっていけばよい。
　○�　男性団員と全て同じ活動をする必要はない。女性にできることはたくさんある。
　○�　女性や子供に対して、お母さん、お姉さんの立場から防災指導や救急講習をするこ

とは効果がある。女性が消防団にいること、それこそが女性消防団員の大きな役割で
あると思う。

2 �　女性消防団員の活動の問題点とその解決策等について
　○�　20代、30代の女性は、ライフステージの転換期で、結婚、出産、育児の中で、消防団活
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動とのバランスがとれず退団する人もあるため、出産、育児休の規定が必要である。
　○�　女性消防団員の活動を維持していくためには、幅広い年齢層の団員が、お互いに時

間や活動を補い、柔軟に長く続けていくことが大切。
　○�　女性消防団員の活動には色々な矛盾がある。時代が変わってきているため、大きな

指針、あり方を示してほしい。
　○�　女性消防団員の活動指針を示すことは、それぞれの地域での事情が違うため、最終

的にはそれぞれの団で決めていくほうががよい。
　○�　女性団員の活動を理解してくれる男性団員もいるが、消防団は男性のものという色

が濃いところも残っている。
　○�　消防団の中でも、女性団員に対する考え方に温度差、地域差がある。
　○�　団長や団本部に、自分たちは何をしていきたいかという意見を出して、行動として

示していくことも大切である。
　○�　女性消防団員確保や活動を知ってもらうため、ブログやFecebookを利用している。
　○�　かっこよく見える活動服をつくってほしい。
　○�　近隣市町村の女性団員と年 1 回交流会を行っている。

3 　その他大規模災害への対応などの課題・問題点について
　○�　災害時の障害者への対応を考え、避難する際に何を求めているのか、何が必要なの

かを調査、手話を学びコミュニケーションボードを常時携帯している。
　○�　避難所での女性消防団員の役割は、身近に寄り添って避難者に対応していくことで

ある。
　○�　避難者に避難した人達は、全員が健常者とは限らないので、そのような方にどのよ

うなケアができるのかを考えるのにも女性団員のソフトな面が活かされる。
　○�　震災を風化させないことが、災害が起きた時の知識やノウハウに活かされる。
　○�　大災害の時、女性消防団員は避難所で活動することになると思うので、復旧を始めた

頃に何をすればいいのか
を、明確に指針を示して
もらえる方向になると活
動しやすい。

　○�　大規模災害時、女性団
員に活動してもらったほ
うがよいことが増えてき
ている。

　○�　日本全国の女性団員の
ネットワークがあれば災
害時に役立つと思う。
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林野火災を防ごう！
〜全国山火事予防運動〜

総務省　消防庁　特殊災害室

問合わせ先
　消防庁特殊災害室　石川、後藤
　TEL：03-5253-7528

【林野火災防止のための注意点】
・枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をし
ないこと
・喫煙は、指定された場所で行い、吸いがらは必ず消すとと
もに、投げ捨てないこと
・�バーベキューなど火を使用する場合には、指定された場所
で行い、そこを離れる時には、完全に火を消すこと

・�各自のゴミは、指定された場所に捨てるか持ち帰ること
・�火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況に十分注
意するとともに消火用の水等を必ず用意すること

・強風注意報や乾燥注意報などが発表されている場合は、
火気の使用は差し控えること

【全国山火事予防運動期間中における主な活動】
・全国の消防関係機関において林野火災の予防対策と警
戒を強化

・ハイカー等の入山者、地域住民、小中学校の児童・生
徒等を対象とした啓発活動

・駅、市町村の庁舎、学校、登山口等への警報旗やポス 
ターの掲示
・報道機関を通じた山火事予防思想の普及啓発
・�消防訓練及び防火研修会の開催、婦人（女性）防火ク
ラブの広報活動など

1 ．林野火災の発生状況及び注意点
　国内における林野火災は、例年春先に多く発生
しています。平成23年中は、下図に示すとおり 2
月から 4 月までの間に1,314件の火災が集中して
発生しました（年間出火件数の約60％）。春先に
林野火災が多いのは、枯葉が地上に積もり、下草
も枯れているうえ、降雨量が少なく、空気が乾燥
し、季節風が吹くなど林野火災が発生しやすい気
象条件となっており、さらに、この時期になると
火入れが行われ、また、山菜採りや森林レクリエー
ションなどにより入山者が増えることによるもの
と考えられます。

　平成23年中の林野火災発生状況をみると、出火
件数は2,093件（前年1,392件）、焼損面積は2,071ha

（同755ha）、損害額は10億1,706万円（同7,098万円）、
死者は19人（同 5 人）となっています。平成23年
においては東日本大震災により 3 月に大規模・広
範囲の林野火災が発生したため、特に焼損面積、
損害額が大幅に増加しています。
　出火原因としては、「たき火」によるものが701
件で全体の33.5％を占め最も多く、次いで「火入れ」、

「放火（放火の疑いを含む）」、「たばこ」の順となっ
ており、「火遊び」を入れた人為的な要因による火
災の割合は、全体の約70％を占めています。
　林野火災を未然に防ぐため、次のような点に注
意するよう心がけましょう。

2 ．全国山火事予防運動（ 3月 1日〜 3月 7日）
　消防庁では、広く国民に山火事予防意識の啓発
を図るとともに予防対策を強化し、森林の保全と
地域の安全に資することを目的として、林野庁と
共同で春季全国火災予防運動期間中の 3 月 1 日か
ら 7 日までを「全国山火事予防運動」の実施期間
と定め、次のような活動を通じて山火事予防を呼
びかけています。

平成25年　山火事予防の標語　
「山の火事　もとは小さな　火種から」

3 ．おわりに
　森林は、地球温暖化の主な原因である二酸化炭
素を吸収し、生命に必要な酸素を供給する貴重な
資源であり、一度焼失してしまうと、その回復には
長い年月と多くの労力を要することになります。
　林野火災の大部分は、皆さん一人ひとりの注意
で防ぐことができます。貴重な人命や財産を火災
から守るため、林野での火気の取扱いには十分気
をつけましょう。
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埼

玉
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　仲の良い兄弟消防団員を紹介します。
　相澤さん兄弟は、羽生駅付近で『麺飯飲処 華楽』という食堂を経営されています。
相澤さん兄弟が勧める一品は、カロチンやカルシウム
が非常に豊富で栄養価が高く古代エジプトの王様が好
んで食したことから『王様の野菜』と言われ、羽生市
の特産品でもあるモロヘイヤを使った『羽生王様のワ

ンタン』で、徐々に評判が上がってきている一品です。
　お店の前には、所属する消防団センターがあり、出動の際にはいち早く駆け付け、他
の団員に的確に指示し、現場活動においては自ら先頭に立ち活躍される兄弟です。

羽生市消防団　第 1分団第 2部　団員

相澤　信幸・相澤　貴幸

　「金太郎のふるさと」南足柄市からは長崎光次さ
んを紹介します。長崎さんは地元でも有名な長崎畜
産の 4 代目として、相州牛の育成、牛肉の卸し・小
売と大忙しの毎日を送っています。
　しかし一旦火災が発生すると、真っ先に詰所に駆
け付け、率先して消火活動にあたります。
　消防操法にも熱心に取り組んでおり、最近は分団
幹部として中学校消防クラブの育成にも積極的に取
り組んでいます。

南足柄市消防団　第 6分団第 3部　班長

長崎　光次
神

奈

川

県

福

島

県

　加藤分団長は、持ち前の真面目で熱心な性格のため、火災を知るやいなや、
誰よりも早く現場に駆けつけ、陣頭指揮を執っています。
　一見強面ですが、実は心優しい実直な人間で、普段は団員に気さくに話しか
ける親しみやすい人柄で「宗ちゃん」の愛称で呼ばれ、消防団一の酒豪でもあ
り、酒と会話を通して団員をまとめ、地域の安心・安全を守っています。

新地町消防団　本部分団　分団長

加藤　宗信

鹿

児

島

県

　消防団員として25年以上活躍している竹山分団長は、漁業、農業の傍ら、公
民館長を務めるなど、地域からも団員からもとても信頼されています。
　「しろうちゃん」の愛称で呼ばれるなど、所属の中央分団はもちろん、全団
員から親しまれている分団長です。
　今年の操法大会では分団を県大会優勝に導くなど、強いリーダーシップを発
揮することから、町内一周駅伝大会でも消防団チームの監督を務めることとな
り、時には鬼監督、時には兄貴として選手とともに練習に励んでいます。
　こんな「しろうちゃん」は、消防団のみならず、地域の防災リーダーとして
活躍が期待されています。

長島町消防団　中央分団　分団長

竹山　司郎

（左が相澤貴幸さん、右が相澤信幸さんです）

平成24年度第57回長島一周駅伝出
発前の消防団チームメンバーと
左から2番目が竹山分団長
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広場

香川県消
防
団
の
さぬき市消防団
団長

石川　廣

「はしご乗り」を活かした防火活動

　さぬき市は、香川県の東部に位置し、平
成14年 4 月 1 日に近隣の 5 町が合併し今年
度市制10周年を迎えたところです。市内に
は四国八十八ヶ所霊場、上がり三ヵ寺の
八十六番志度寺、八十七番長尾寺、八十八
番大窪寺があります。
　さて、さぬき市消防団は、団長以下599名、
5 方面隊19分団で構成され、日夜、市民の
安心安全のため災害に備えています。
　さぬき市消防団には団員で組織する「は
しご乗り保存会」があります。保存会は、
昭和49年、戦前に先人が行っていたはしご
乗りを復活させようと地元の消防団（当時
は警防団）が立ち上げ、昭和51年に正式に

はしご乗り保存会として結成したもので
す。高さ6.5メートルのはしご上で、次々
と連続技を披露する演技は圧巻で、出初式
等の消防行事だけでなく地域の行事からも
出演依頼が多く、その華麗な演技を披露す
ることにより、地域住民の防火意識のより
一層の高揚を図るとともに地域活性化の一
躍も担っています。
　災害活動では、消火活動はもとより毎年
のように通過する台風に備え、水防訓練等
を実施するとともに、近い将来発生が予想
される南海トラフを震源とした巨大地震に
備え、地域の防災訓練に積極的に参加し地
域住民のリーダーとして活動しています。
　いま消防団の役割はますます多様化し、
様々な要望や課題に取り組まなくてはなり
ません。今後は、若い力を確保し防災力の
要として団員一丸となって精励していきた
いと思います。



表紙写真説明
「大雄山最乗寺　雪の高下駄」

　大雄山最乗寺は、了庵慧明禅師によって応永元年（1394年）に開山された曹洞宗の古刹です。
了庵慧明禅師が最乗寺を建立することを聞いた弟子の道了尊者は、近江の三井寺から天狗の姿
になって飛んできて神通力を使って寺の建設に大きく貢献しました。そして了庵慧明禅師がこ
の世を去ると寺を永久に守るため、山中深くに飛び去ったといわれています。以来、寺の守護神
として祀られ、多く人の信仰を集め、境内にはたくさんの下駄が奉納されています。下駄は左右
一対そろって役割を果たすことから夫婦円満に通じるといわれています。（神奈川県南足柄市）

平成24年度　全国統一防火標語
「消すまでは　出ない行かない　離れない」

編　集　後　記
　皆様、新年明けましておめでとうございます。
　昨年は「日本消防」をご購読頂きまして誠にありがとうございました。今年も誌面の充実に努力していき
ますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　さて、地元では毎年雪かきに追われる時季ですが、今年は東京に来ていて雪をチラリとも見ず、今シーズ
ンは雪を見なくて終わるのかな？と思っていたところに短時間に急速に発達する「爆弾低気圧」により、東
京都心で 8センチを記録する積雪となりました。やはり、首都圏では積雪による交通機関は脆弱で通行止め
やスリップ事故が相次ぎました。ひとつ感じましたことは、東京地区では除雪体制が整ってなく、道路のあ
ちこちに雪が残っていて、除雪体制が万全な雪国地方とは違うところや、スタッドレスタイヤの着用率も低
いことが一因ではないかと個人的ですが思いました。冬季は積雪だけではなく、路面が凍結することもあり
ます。勿論地域によりまちまちですが、路面が凍結することがある場所を通行する機会のある方は、事故防
止のためスタッドレスタイヤの着用をお勧めします。“備えあれば憂いなし”ですよね。但し、スタッドレスタ
イヤの履いているからと言って、スピードの出しすぎは禁物ですのでお気を付けください。では、公私とも
安全運転で快適なドライブで今年 1年をお過ごしください。　　　　　　　　　　　　　　　　   （K・S）

2 月 6 日（水） 第3回福祉共済事業等運営委員会
2 月 5 日（火）～ 2 月 7 日（木） 第12回消防団幹部候補中央特別研修（男性の部）
2 月13日（水）～ 2 月15日（金） 第12回消防団幹部候補中央特別研修（女性の部）
2 月19日（火） 都道府県事務局長会議
2 月25日（月） 第2回消防団員確保対策委員会
2 月26日（火） 日本消防協会役員会議（正副会長会議、理事会、代議員会）
 全日本消防人共済会役員会議（理事会、総代会）
2 月26日（火） 第65回日本消防協会定例表彰式（全国消防大会）

2月の日本消防協会関係行事

日本消防 CONTENTS 2013

Vol.66  No.1
1

寄稿のお願い
　皆さまの消防団活動への取り組み、ご意見な
どをもとに、より充実した有意義なものにして
いきたいと考えておりますので、多数のご寄稿
をお待ちしています。
　Ｅメールでも受付しています。

soumu@nissho.or.jp
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2月の日本消防協会関係行事
編集後記

口　絵　平成25年東京消防出初式　　H25.1.6（日）　　東京ビッグサイト
　　　　平成25年大阪府河内長野市消防出初式　　H25.1.13（日）
　　　　平成25年埼玉県坂戸・鶴ヶ島消防組合消防出初め式　　H25.1.6（日）
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年頭の辞 ………………………………………………………………………… 消防庁長官　岡崎　浩巳…… 2
年頭の辞 ………………………………………………………………… 全国消防長会会長　北村　吉男…… 3
平成24年秋の叙勲（消防関係） ………………………………………………………… 総務省　消防庁…… 4
平成24年版消防白書の概要 …………………………………………………… 総務省　消防庁　防災課……17
ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」出演者紹介 ………………………… ㈶日本消防協会……23
特別表彰「まとい」を受章して「芭蕉と忍者の故郷伊賀市を守る」
………………………………………………………………… 三重県伊賀市消防団　団長　今岡　久人……26

東西南北（神奈川県）「日本一元気な消防団」を目指して ……… 南足柄市消防団　団長　瀬戸　均……28
東西南北（埼玉県）「我がまち“はにゅう”を我が手で守る羽生市消防団」
………………………………………………………………………… 羽生市消防団　団長　西田　哲三……30

東西南北（鹿児島県）「地域と一体となった消防団活動」    南さつま市消防団　団長　東馬場　伸……32
シンフォニー（福島県）「明るい防火・防災活動をめざして」 新地町消防団　団員　山田　裕貴子……34
シンフォニー（長崎県）「ラッパ隊で島の華になる！」 小値賀町消防団　本部員　班長　畑村　早織……36
第23回全国消防操法大会ポンプ車の部に優勝して ……… 岡山県和気町消防団　団長　坂本　延夫……38
第23回全国消防操法大会の小型ポンプの部に優勝して
……………………… 長崎県壱岐市消防団　石田地区　第二分団　第三小隊　小隊長　江口　正弘……40
女性消防団員リーダー会議について …………………………………………………… ㈶日本消防協会……42
林野火災を防ごう！～全国山火事予防運動～ ………………………… 総務省　消防庁　特殊災害室……44
うちの名物団員 ………………………………………………………………………………………………………45
消防団の広場（香川県）「はしご乗り」を活かした防火活動 …… さぬき市消防団　団長　石川　廣……46

購読募集
購読を希望される方は、㈶日本消防協会へお問い合わせください。
　※　年間購読料（送料込）　2,388円
（問合せ先）　　総務部企画担当　　03－3503－1481

お詫びと訂正
　日本消防2012年12月号掲載「巻頭言」の青森県消防協会長のお名前表記に誤りがございましたので、
関係各位の方 に々対しまして深くお詫び申し上げ、訂正させて頂きます。
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●各市町村の消防事務担当係
●都道府県消防協会

　　 （日本消防協会ホームページ）

●㈶日本消防協会　年金共済部
●生活協同組合全日本消防人共済会
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●第23回全国消防操法大会に優勝して
●ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」出演者紹介
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詳しくは、ホームページをご覧ください。

－ 将来の自分の為の積立年金制度です －

６５歳まで積み立て可能
な、公的年金の補完が
できる制度です。

消防互助年金の説明に
　担当者がお伺いします。 
都道府県消防協会を通じて
　お申し込みください。

消防団の退団後・
消防職の退職後
も継続できます。

消防互助年金は、消防団員・消防職員の皆さまの老後の
安定と福祉の向上を図るために、(財)日本消防協会が、
第一生命保険株式会社と締結している拠出型企業年金です。


